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様式第１０号（第１７条関係） 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 ＮＰＯ法人みずのとらベル隊 

２ 事 業 名 称 みんなで守ろう！下六嘉湧水群と加勢川の豊かな水を 

３ 実 施 日 時 平成 25 年 8 月 31 日(土)、9月 1日(日) 午前 9：00～午後 5：00 

４ 実 施 場 所 熊本県上益城郡嘉島町下六嘉 旧矢形川 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に 

① 湧水マップに基づき湧水群を地域住民と散策し外来種と在来種・河床ヘ

ドロ化の状況を把握し対処法と予防法を学び、豊かな湧水と私たちの関

わりの尊さを再認識する。 

② 昨年の駆除活動区域の検証確認を行い、新しい区域の駆除活動に入る。

実際に水中に入って根元からの駆除と藻取り船を使っての両方からの

駆除活動に取り組む。 

 

 

（事業実施効果） 

① 地域住民と新たな参加者が湧水群を散策し、河床ヘドロ化・在来種の減

少と外来種の繁茂などが、河川環境悪化や有明海の海苔網をはじめ漁業

に与える影響を知り、豊かな湧水と私たちの暮らしの関わりの尊さを再

認識し意識の向上をすることができた。 

② 前回からの参加者への呼びかけと、新たな参加者が一緒に活動に取り組

み問題点を共有してもらい継続性とひろがりのある活動への足掛かり

とすることができた。 

③ 根元からのと藻取り船を使った駆除により活動範囲の外来種を広範囲

に駆除することができた。 

   

６ 参 加 内 訳 

総人数                          ２５名 

（１）主催者参加                           １０名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                    １５名 

（３）外国人参加（（１）を除く）                名 

７ 今 後 の 方 針 

今後は、期間を空けずに継続的に駆除活動が行えるように努め、参加者と

共に継続的かつ広がりのある活動を行う。 

同時に、より多くの地域住民と、豊かな湧水と私たちの暮らしの関わりが

より良い循環をしながら次世代へと継承できるように活動を継続する。 

 

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 
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状況写真（湧水群を住民と散策）        状況写真（生物の生息状況・河床の確認） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況写真（川に入って、根からの駆除）     状況写真（藻取り船を使い駆除） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況写真（生物の生息状況や河床の検証）    状況写真（根元から藻をとる作業） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度様式 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 ＮＰＯ法人 アシスト・パル・オオイタ 

２ 事 業 名 称 大分川ダムフラワー大作戦 

３ 実 施 日 時 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 

４ 実 施 場 所 大分県大分市大字下原 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に 

大分川ダム工事事務所の事業箇所である大分市大字下原のダムサイトにあ

る展望台周辺において平成 16 年度より事業を展開中。年間の主な作業は整

地、植え付け、下草切り、ゴミ拾い、月 2～3 回の巡回など述べ 25 回ほど

実施。植栽には菜の花、パンジー、ビオラ、ナデシコ、芝桜、ノースポー

ル、葉ボタンを植え付けました。ダム周辺の整備活動により、車で通りか

かる方や地元の方などがダム展望台周辺に立ち寄っていかれます。小さな

子どもからご年配の方までが参加し又、地元企業の方の参加も増えてきて

いることから、美化活動が地域に貢献していることを実感しています。地

元企業、地元住民と連携を取り、今後も活動を継続していきます。 

 

平成 25 年度 5 月 26 日(日)8：00～11：30 草刈り、整備、植栽 

花壇の手入れ 

       7 月 27 日(土)8：00～10：30 草刈り、道路のｺﾞﾐ拾い 

       9 月 7 日(土)8：00～10：30 土地整備、駐車場のｺﾞﾐ拾い 

      11 月 9 日(土)8：00～11：00 枯草除草、植栽、花壇の手入

れかぼちゃ掘り 

      ※かぼちゃは地元の保育園と幼稚園に寄付 

（事業実施効果） 

活動の意義と効果 

① 市街地より 50 分間の山間地は高齢化による過疎地であるが、大分川ﾀﾞ

ﾑ建設と並行して周辺の自然環境（里山）の保全を目的に植栽・植樹を

行い地域住民との情報交流を深め信頼のネットワークを構築 

② 県下に於いて約 10 年間の活動内容は県民はじめ各企業・行政は評価大

である。 

③ 今年度までの延人数は 3200 名である。 

６ 参 加 内 訳 

総人数                       ２０９  名 

（１）主催者参加                         １４  名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                １９５  名 

（３）外国人参加（（１）を除く）             ０  名 

７ 今 後 の 方 針 

当初のﾋﾞｼﾞｮﾝに基づきダム完成まで周辺整備をしながら、ツーリズム観光

や森林浴など健康づくりの拠点とする。 

今後も地元住民や地元企業へ啓発を行っていきます。 
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